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               1．はじめに

　20 万分 の 1 地質 図 幅 ｢ 豊 橋 及 び 伊 良 湖 岬 ｣ は， 産 業 技 術 総 合
研究所地球科学情報研究部門が同所関連研究部門・センターと
連携して実施している ｢地質図の研究｣ により編集される 20 万
分の 1 地質図幅の 1 つである．
　 本 地 質 図 幅 は，「 豊 橋 」，「 伊 良 湖 岬 」 の 両 図 幅 を 合 わ せ た も
の で，「 豊 橋 」 図 幅 は 第 3 版（ 第 1 版：1956， 第 2 版：1972） に，
また「伊良湖岬」図幅は第 2 版（第 1 版：1957）に当たる．本地
質図幅の作成に当たっては，主に既存資料に基づき編集し，若
干の野外調査を実施した．参照した資料を文献に示すが，「豊橋」
第 2 版（1972）以前のものは最小限に止めその多くを割愛した．
　本地質図幅の作成に当たり，愛知大学沓掛俊夫教授及び愛知
教育大学仲井　豊名誉教授には領家帯の地質について多くの御
教 示 を 頂 い た． ま た， 地 球 科 学 情 報 研 究 部 門 堀　 常 東 氏 に は 豊
橋市東部の秩父帯について御教示頂くとともに未公表調査結果
を引用させて頂いた．同柏木健司氏には浜北市でのボーリング
試料について御教示頂いた．ここに記して深く感謝の意を表する．

             2．地　　形

　「豊橋及び伊良湖岬」地域は，中部地方の太平洋側に位置し，
山地と丘陵地を主体としている．豊川の下流域から本地域北東
端にかけて NE―SW 方向に直線状の峡谷が走り，ここを中央構造
線が通過している．本構造線北西側の山地は美濃三河高原と呼
ばれ，一方南東側は赤石山脈の南西部に当たる．美濃三河高原
は標高 400―1,400 m 程度で，後述のように西南日本内帯の主に花
崗岩類や変成岩類からなる．この山地を更に細かく見ると，南
から北へ，NE―SW 方向に延びる本宮山―鳳来寺山，段戸山―茶臼山，
猿投山を主体とする 3 列の高まりがあり，これらはそれぞれ鮮
新世以降に隆起したと考えられている（森山，1990）．赤石山脈
南西部は，西南日本外帯の地層群から構成され，特に本地域北
東部は急峻な地形を示している．
　本地域南部の太平洋（遠州灘）沿岸地域及び西部地域には標高
300 m 以 下 の 丘 陵 地 が 広 が り， ま た 天 竜 川， 豊 川， 矢 作 川 下 流
地域では広く段丘や沖積地が発達している．渥美半島は，赤石
山脈の南西延長上に位置し，太平洋に突出している隆起地帯で
ある．標高 300 m 以内の山列と標高 100 m 未満の丘陵― 台地から
な る． 渥 美 半 島 北 西 側 の 三 河 湾 は， ほ と ん ど の 海 域 で 水 深 が
20 m 以内で，湾内にいくつかの島が点在する．また沿岸部には
埋立地が広がりつつある．渥美半島付け根の東側には汽水湖の
浜名湖がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （水野清秀）

             3．地　　質

3.1　地質概説
　 本 地 域 は，NE―SW 方 向 に 走 る 中 央 構 造 線 に よ り 大 き く 2 分 さ
れ，先新第三紀の地体構造区分によれば，西南日本外帯と同内
帯 に ま た が っ て い る． 外 帯 側 に は， 三 波 川・ 秩 父・ 四 万 十 各 帯
の 地 層 群 及 び 下 部 白 亜 系 が 分 布 す る． 一 方， 内 帯 側 に は， 領 家
帯を構成する領家変成岩類及び領家花崗岩類が広がり，北西端
部 に は 領 家 変 成 岩 類 の 原 岩 に 当 た る 美 濃 帯 の 地 層 群 及 び 苗 木・
上 松 花 崗 岩 が 認 め ら れ る． 更 に， 中 央 構 造 線 に 沿 っ て は， ペ ル
ム系ヒョー越花崗岩，ジュラ系（?）浅川沢層及び浅川沢花崗岩，
白亜系の七郷一色層・巣山火砕岩・カタクレーサイト類及び阿
寺七滝礫岩層が領家花崗岩類を伴って小規模に分布し，三波川
変成岩類の構造的上位を占めるナップを構成している．
　以上の先新第三系を基盤として，中新世以降の地層が堆積し
ている．すなわち，前期― 中期中新世の地層として，瀬戸内区に
属 す る 瑞 浪 層 群・ 設 楽 層 群・ 富 草 層 群 な ど， 太 平 洋 側 の 二 俣 層
群など，及び中央構造線沿いの和田層及び遠木沢層が分布する．
このうち，設楽層群上半部は主に火山岩類からなり南設亜層群
と呼ばれているが，本図幅では火山岩としての形成過程を重視
して中部中新統火山岩類として凡例を設けた．上部中新統― 中部
更新統は，本地域北西部（瀬戸層群など）と南東部（掛川層群な
ど）の大きく 2 地域に分かれて分布する．更に，中部更新統― 完

新統は，天竜川を初めとする河川の下流域に段丘堆積物及び沖
積層が広がり，太平洋岸沿いには砂州・砂丘堆積物が発達する．
　本地域の主要断層として，中央構造線のほか，赤石裂線及び
光明断層がある．このほか，本地域西部と北東部に活断層及び
地震断層が認められる．

（牧本　博・山田直利・水野清秀・高田　亮）

3.2　西南日本外帯の先新第三系
3.2.1　秩父帯堆積岩コンプレックス
　秩父帯堆積岩コンプレックスは弱― 非変成ジュラ紀付加コンプ
レ ッ ク ス で， 渥 美 半 島， 豊 橋 市― 浜 名 湖 北 方― 天 竜 市， 及 び 中 央
構造線に沿う水窪町―南信濃村の 3 地域に分かれて分布する．
　 渥 美 半 島 の 秩 父 帯 は 4 ユ ニ ッ ト に 区 分 さ れ， 北 か ら 南 へ， 弱
変成・変形を受けたメランジのユニット（チャート・変玄武岩・
石灰岩の岩塊を含む．地質時代は不詳），ユニット A：チャート
を 主 と す る 前 期 ジ ュ ラ 紀 の メ ラ ン ジ， ユ ニ ッ ト B： 砂 岩 及 び 頁
岩からなる中期ジュラ紀のメランジ（以上三者は秩父帯北帯），
ユニット C：チャートの年代が中期ジュラ紀のメランジ（秩父帯
南 帯 ） の 順 に 分 布 す る（Oba，1997； 大 場，1998）． い ず れ も ほ
ぼ ENE―WSW の 走 向 を 示 し， 一 部 に ア ン チ フ ォ ー ム を 伴 い な が
らも北傾斜が卓越する．
　豊橋市― 浜名湖北方― 天竜市に分布する秩父帯は，岩相及び産
出化石から 2 ユニットに区分されている．北側（構造的上位）の
井伊谷層（礒見・井上，1972）あるいは A 及び C ユニット（丹羽・
大 塚，2001） は 泥 岩 基 質 中 に チ ャ ー ト・ 変 玄 武 岩・ 石 灰 岩 の 岩
塊を含むメランジで，チャートから中期三畳紀の，また泥岩か
ら は 中 期 ジ ュ ラ 紀 の 放 散 虫 化 石 を 産 す る（ 水 垣，1985； 家 田・
杉山，1998）．南側（構造的下位）の都田層（礒見・井上，1972）
あるいは B ユニット（丹羽・大塚，2001）は泥質基質中に砂岩・
チャートの岩塊を含むメランジで，チャートから中― 後期ペルム
紀と中― 後期三畳紀の，また泥岩からは中期ジュラ紀の放散虫化
石 を 産 す る（ 水 垣，1985； 家 田・ 杉 山，1998； 家 田，2001）． な
お，束田ほか（2003）は両ユニットが秩父帯北帯に属する可能性
が高いとし，また浜北市で掘削されたボーリング地点の採取試
料は岩相から都田層の南方延長に当たるとしている．
　水窪町― 南信濃村の秩父帯のうち，水窪町東方に分布するもの
は 岩 相 か ら 大 き く 3 ユ ニ ッ ト に 区 分 さ れ， 南 東 側 の 2 ユ ニ ッ ト
の泥岩からは中期ジュラ紀― 前期白亜紀の，また北西側のユニッ
トの泥岩からは前期― 中期ジュラ紀のそれぞれ放散虫化石を産す
る（村松，2003）．一方，南信濃村付近の秩父帯は 2 ユニットに
区分され，西側の遠山川ユニットでは，チャートから中― 後期ペ
ルム紀と後期三畳紀の，泥岩から中期ジュラ紀の放散虫化石を
産し，東側の梶谷川ユニットでは，チャートから中期三畳紀の，
泥岩からジュラ紀最末期の放散虫化石を産する（村松，1999，2001）．
3.2.2　三波川変成岩類
　三波川変成岩類は，後期ジュラ紀（一部は最前期白亜紀 ?）の
付加コンプレックスを原岩とし，前期白亜紀後半（―後期白亜紀）
の低温高圧型変成作用により形成された．本岩類は，主体をな
す三波川結晶片岩類と，その外側に断続して分布する御荷鉾緑
色岩類からなる．三波川結晶片岩類は数多くのナップの積み重
なりとして産し，断層で境されてその構造的上位に御荷鉾緑色
岩類が重なる．御荷鉾緑色岩類は，海底火山活動により形成さ
れた玄武岩質の枕状溶岩・ハイアロクラスタイトなどを主体とし，
超苦鉄質岩・斑れい岩を伴っている．
　本地域の三波川変成岩類は，三波川結晶片岩類及び御荷鉾緑
色岩類からなる．三波川結晶片岩類のうち，天竜市北方地域に
は曹長石の斑状変晶を含む点紋片岩が分布し，残りの大部分は
これを含まない無点紋片岩である．御荷鉾緑色岩類は，角閃石
岩や角閃石斑れい岩の比較的大規模の岩体を伴っている．
　三波川変成岩類の変成作用は天竜川北方地域で詳細に研究さ
れ て い る（ 後 藤，1996；Tagiri et al.，2000）． 変 成 度 の 上 昇 に 伴
い緑泥石帯，ざくろ石帯及び黒雲母帯に分帯され，本地域の三
波川変成岩類の大部分，すなわち無点紋片岩及び御荷鉾緑色岩
類は緑泥石帯に，また点紋片岩はざくろ石帯及び黒雲母帯に属
する．原ほか（1977）及び後藤（1996）では構造的下位に向かっ
成 度 が 上 昇 す る と さ れ，Tagiri et al.（2000） で は 石 墨 化 度 の 詳



細な検討から変成度が不連続な板状岩体が重なる地質構造が見
出されている．
3.2.3　下部白亜系伊平層及び水窪層
　伊平層は，浜名湖北方の引佐郡伊平付近に東西に細長く分布
する．小松・安藤（1996）によれば，砂岩・頁岩・礫岩及び赤色
凝 灰 質 岩 か ら な り， 層 厚 最 大 370 m で あ る． 下 部， 中 部， 上 部
に 三 分 さ れ， 下 部 と 中 部 は 非 海 成， 上 部 は 海 成 で， 大 き く は 1
回の相対的海水準変動サイクルの堆積物である．上部層から産
出するアンモナイト化石はバレミアン世を示す．
　水窪層は，水窪町北東方の主分布のほか，東方白倉川沿いに
南北に延びた小分布が 2 ヶ所にある（土　編，1986；狩野ほか，
1993 など）．礫岩・砂岩・泥岩からなり，アルビアン後期を示す
アンモナイト化石，アルビアン最末期― セノマニアン中期を示す
トリゴニア化石などを産する（松島ほか，1981；北村・松島，1984）．
長野県市野瀬地域の下部白亜系戸台層の南方延長に当たる．
3.2.4　四万十帯堆積岩コンプレックス
　本地域の四万十帯は，後期白亜紀― 古第三紀に形成された付加
コ ン プ レ ッ ク ス か ら な り， 赤 石， 白 根， 寸 又 川， 犬 居， 三 倉 及
び 光 明 の 6 層 群 に 区 分 さ れ て い る． こ の う ち 前 5 層 群 は 北 か ら
南へこの順に配列し，各層群は ENE―WSW から NE―SW の走向で，
地層の走向とは平行あるいはやや斜交する断層で境されている．
そして，南に分布する層群ほどより若い地質時代を示している．
一方，光明層群は西側を赤石裂線，東側を光明断層で境され，
南北に細長く分布する．他の 5 層群とは直接の関係は不明である．
以下の記述は主に土編（1986），K a n o  a n d  M a t s u s h i m a （1988）
及び村松（1990）による．
　赤石層群は，砂岩・砂岩泥岩互層を主体に泥質タービダイト
や凝灰質泥岩を伴う（村松，2001，2002）．泥岩・凝灰質泥岩か
らはアルビアン―セノマニアンを示す放散虫化石を産する（川端，
1984； 村 松，2001）． 白 根 層 群 は 砂 岩， 砂 岩 泥 岩 互 層， 泥 岩 及
び含礫泥岩（砂岩・酸性凝灰岩・石灰岩・チャートの岩塊を含む）
からなり酸性凝灰岩を挟んでいる．本地域の白根層群は梶谷層
と呼ばれており，泥岩や酸性凝灰岩からチューロニアン― カンパ
ニアンを示す放散虫化石を産する（村松，2002）．寸又川層群は
成層したタービダイトを主体に，泥岩優勢の砂岩泥岩互層，泥岩，
砂 岩， 礫 岩 か ら な り， 酸 性 凝 灰 岩 を 挟 む． 逆 河 内 川 層・ 蕎 麦 粒
山層に区分され，カンパニアン後期― マーストリヒチアンを示す
放散虫化石を産する．犬居層群は泥質混在岩（玄武岩・赤色泥岩・
酸性凝灰岩などを含む）と砂岩泥岩互層・砂岩・泥岩などからな
る．産出する放散虫化石から地質時代はカンパニアン後期― 暁新
世 ? とされる．三倉層群は含礫泥岩（砂岩礫卓越）・砂岩・泥岩・
砂岩泥岩互層などからなる．中新統倉真層群とは一部断層，一
部不整合で接する．地質時代は始新世―漸新世とされる．
　光明層群は，北― 中部は砂岩主体で，南部は泥質メランジ（泥
岩 基 質 中 に， 主 と し て 砂 岩 及 び 少 量 の 玄 武 岩・ チ ャ ー ト・ 石 灰
岩の岩塊を含む）からなり，岩相の特徴や地層の配列から，それ
ぞれ赤石層群，白根層群に対比されている（狩野，1984）．泥岩
からは後期白亜紀の放散虫化石（狩野，1984）及びマーストリヒ
チアンのアンモナイト化石を産する（Matsumoto et al.，1978）．

（牧本　博）

3.3　西南日本内帯の先新第三系
3.3.1　美濃帯堆積岩コンプレックス
　美濃帯堆積岩コンプレックスは西南日本内帯のジュラ紀付加
コンプレックスの 1 つで，本地域北西部の春日井―多治見―土岐地
域 か ら そ の 北 方 地 域 に か け て 広 く 分 布 す る． 本 地 域 で は 砂 岩・
泥 岩・ メ ラ ン ジ・ チ ャ ー ト か ら な り， ま れ に 小 規 模 の 石 灰 岩 及
び礫岩を挟む．本地域の美濃帯堆積岩コンプレックスは中期ジュ
ラ紀後期―後期ジュラ紀初頭の上麻生ユニットに，一部は後期ジュ
ラ 紀 ― 白 亜 紀 最 前 期 の 金 山 ユ ニ ッ ト に 属 す る（Wakita，1988）．
本地域からは放散虫化石は見つかっていない．ほぼ東西方向の
トレンドを示す．伊奈川花崗岩及び苗木・上松花崗岩との接触
部では，幅 2―3 km にわたって菫青石黒雲母ホルンフェルスなど
の接触変成岩となっている．
3.3.2　領家変成岩類
　領家変成岩類は美濃帯に代表される西南日本内帯のジュラ紀

付加コンプレックスが，白亜紀前期に低圧高温型の変成作用を
受けて形成された．九州国東半島から関東地方の筑波山周辺まで，
約 1,000 km にわたって帯状に分布する．中部地方領家帯では砂
岩・ 泥 岩・ メ ラ ン ジ・ チ ャ ー ト 及 び ま れ に 苦 鉄 質 火 山 岩 類 を 原
岩とし，変成度から，黒雲母帯（R1），菫青石帯（R2），珪線石帯

（R3) の 3 帯に区分される（山田ほか，1974）．本地域では花崗岩
類の貫入や断層運動などのため黒雲母帯の分布が確認されてい
ないが，北方の 20 万分の 1「飯田」図幅地域では美濃帯（非変
成帯）から黒雲母帯を経て菫青石帯に移化しているので，本地域
でも凡例にのみ黒雲母帯を示した．菫青石帯は本地域の領家帯
の北西半部を，また珪線石帯は領家帯の南東半部を占める．愛
知県幡豆郡地域では領家変成帯は紅柱石帯と珪線石帯に分帯さ
れており（浅見ほか，1982；瀬尾，1985），上記の変成分帯とは
異なるが．便宜的にこの地域の紅柱石帯を菫青石帯として示した．
幡豆郡では紅柱石帯と珪線石帯の両帯の泥質変成岩中から十字
石が発見されている（浅見ほか，1982）．中央構造線沿いに細長
く分布する領家変成岩類（Rm）はかつては菫青石帯とされた（諏
訪，1973； 山 田 ほ か，1974） が， 最 近 で は 珪 線 石 帯 の 片 麻 岩 が
ほぼ水平の剪断面をもつマイロナイト化作用により千枚岩化し
た も の と 考 え ら れ て い る（ 山 本・ 増 田，1990；Ohtomo，1993；
Yamamoto，1994）． 領 家 変 成 岩 類 は 新 期 領 家 花 崗 岩 類 の 貫 入 に
よる接触変成作用を受けているが，本図ではこの接触変成帯は
示 し て い な い． 領 家 変 成 岩 類 か ら は 約 100Ma の CHIME 年 代
が得られている（第 1 表）．
3.3.3　斑れい岩及び変苦鉄質岩
　斑れい岩類は豊根村，東栄町，吉良町などに径 2 km 以下の小
岩 体 と し て 点 在 し， ノ ー ラ イ ト・ 斑 れ い 岩・ コ ー ト ラ ン ド 岩 な
どからなる（Kutsukake，1974，2000）．
　変苦鉄質岩類は豊根村で領家変成岩類を貫く径約 10 km の岩
体をなすほか，変成岩中の小岩脈あるいは花崗岩類中の捕獲岩
として各地に分布する．ドレライト起源の変成岩と考えられて
おり，現在は斜長石・角閃石・黒雲母・石英のグラノブラスティッ
クな細粒集合体となっている（Kutsukake，1975）．
3.3.4　古期領家花崗岩類
　古期領家花崗岩類は領家変成作用と同時期あるいはそれに引
き続く時期に領家変成岩類中に貫入・定置した花崗岩類で，変
成岩類の構造に調和的なシート状岩体をなし，一般に明瞭なフォ
リエーションを示す．本岩類は，貫入時期の古い方から，神原・
非持トーナル岩，天竜峡花崗岩及び清崎花崗岩からなる．
　神原トーナル岩は領家帯内部に広範囲に分布し，片麻状の角
閃石黒雲母トーナル岩―花崗閃緑岩からなる（Nakai，1976；沓掛，
1991）．一方，非持トーナル岩は中央構造線に沿って分布し，著
しくマイロナイト化している（Ohtomo，1993）．なお，渥美半島
立馬崎付近のボーリングコアに見られるマイロナイト化したトー
ナル岩は神原トーナル岩に類似している（山田哲雄ほか，1984）．
　天竜峡花崗岩は古期領家花崗岩類中最大の岩体で，角閃石黒
雲母花崗閃緑岩 - 黒雲母花崗岩（一部にざくろ石を伴う）からなり，
一部にトーナル岩を伴う．再結晶した変成組織を呈し，花崗岩
質片麻岩と呼ぶのがふさわしい（沓掛，1991）．
　清崎花崗閃緑岩は設楽町に分布する径約 5km の小岩体で，主
岩相は角閃石黒雲母花崗閃緑岩（一部に透輝石を含む）からなり，
周縁相として黒雲母花崗岩・両雲母花崗岩を伴う．フォリエーショ
ンは比較的弱い（Kutsukake，2001）．
　 こ れ ら の 花 崗 岩 類 は K―Ar 法 で は 65―75 Ma の 年 代 を 示 す（ 第
1 表及び山田ほか，1974）が，CHIME 年代は 85―95 Ma である（第
1 表）．
3.3.5　新期領家花崗岩類
　新期領家花崗岩類は領家変成岩類の構造を切って貫入した後
期白亜紀の花崗岩類であり，貫入時期の古い方から，新城トー
ナル岩，伊奈川花崗岩，武節・門島花崗岩からなる．
　 新 城 ト ー ナ ル 岩 は 新 城 市 北 方 地 域 に 分 布 す る WNW―ESE 方 向
に延 びる 長さ 約 20 km の岩 体を なし， 角閃石 黒雲 母ト ーナル 岩
からなる中心相と黒雲母トーナル岩・両雲母花崗閃緑岩からな
る周縁相により構成される（大友，1985）．領家変成岩類に対し
て明瞭な接触変成作用を与えている（浅見ほか，1982）．
　伊奈川花崗岩は領家帯全域及び一部は美濃帯にまで分布する



バ ソ リ ス 状 の 大 岩 体 で あ り， ト ー ナ ル 岩， 花 崗 閃 緑 岩， 花 崗 岩
にまたがる幅広い岩相からなる．流理構造と思われる弱いフォ
リエーションを示す．三都橋・生田花崗岩は，山田ほか（1974）
では古期領家花崗岩類の一員とされたが，伊奈川花崗岩とは漸
移関係にあり，本地質図では伊奈川花崗岩主岩体に含めた．模
式地の三都橋花崗岩はトーナル岩― 花崗閃緑岩質の中心相と花崗
閃緑岩― 花崗岩質の周縁相からなり，中心相の一部にカミングト
ン 閃 石 ま た は ざ く ろ 石 を 含 む 石 英 閃 緑 岩 を 含 む（Kutsukake，
1997a, b）． な お 小 原 岩 体（Nakai，1974 の INAGAWA Type I） は
花崗閃緑岩― トーナル岩を主体とする岩体であり，東方に向かっ
て張り出した馬蹄形の分布・構造を示すことから，特に区分した．
なお，鳳来町大島付近の中央構造線付近に分布する大島花崗岩

（Ohtomo，1993）は約 79 Ma の年代値を示し（第 1 表），本図幅で
は便宜的に伊奈川花崗岩に含めた．
　武節花崗岩は領家帯中央部に広く分布し，細― 中粒の両雲母花
崗岩― 花崗閃緑岩及び黒雲母花崗閃緑岩からなる（Nakai，1976；
Nakai and Suzuki，2003）． 本 地 域 北 端 部 の 阿 南 町 地 域 で は 門 島
花崗岩と呼ばれ，黒雲母花崗閃緑岩のみからなる．
　 こ れ ら の 花 崗 岩 類 の K―Ar 年 代 は 66―73 Ma で あ る が，CHIME
年代は，新城花崗岩が約 85 Ma，伊奈川・三都橋花崗岩が 82―84 Ma，
武節花崗岩が 75―79 Ma と，かなりの年代幅を持つ（第 1 表）．
3.3.6　花崗斑岩
　花崗斑岩は本地域北西部の土岐市地域にいくつかの岩脈とし
て美濃帯堆積岩コンプレックス及び伊奈川花崗岩を貫き，苗木・
上松花崗岩による熱変成作用を受けている．
3.3.7　苗木・上松花崗岩
　苗木・上松花崗岩は本地域北西部の瀬戸市・土岐市地域に分
布 し， 美 濃 帯 堆 積 岩 コ ン プ レ ッ ク ス 及 び 伊 奈 川 花 崗 岩 を 貫 く．
塊状の黒雲母花崗岩からなる．北方隣接地域での本花崗岩は 67―
68 Ma の CHIME 年 代 を 示 し , 新 期 領 家 花 崗 岩 類 よ り 明 ら か に
若い．　　　　　　              　　　　　　　　　　　　   （山田直利）

3.4　中央構造線沿いの先新第三系
3.4.1　ヒョー越花崗岩
　本岩は長野・静岡県境の兵越峠南西方約 1 km に小岩体として
産 し， 草 木 ト ン ネ ル 工 事 時 に も， 中 央 構 造 線 の す ぐ 東 に， 御 荷
鉾緑色岩類と遠木沢層に挟まれてその分布が確認されている（松
島，1990）． 主 に 花 崗 閃 緑 岩― ト ー ナ ル 岩 か ら な り， 石 英 閃 緑 岩
を 伴 う（ 柴 田 ほ か，1993）． 白 雲 母 の K―Ar 年 代 244 ± 5 Ma，Rb―
Sr 全 岩 ア イ ソ ク ロ ン 年 代 252 ± 47 Ma を 示 し， 岩 相 と 合 わ せ て
関東山地の跡倉ナップを構成するペルム紀花崗岩類に対比される．

（牧本　博）
3.4.2　浅川沢層及び浅川沢花崗岩
　浅川沢層及び浅川沢花崗岩（両者は一括図示）は領家帯南縁部
の鳳来町大島川流域に小規模に分布し，領家帯が三波川帯の上
に衝上したナップの一部を構成している（Ohtomo，1993）．浅川
沢層は泥質片岩（緑泥石白雲母片岩）及び珪質片岩からなる．浅
川沢花崗岩は浅川沢層の構造的下位を占め，マイロナイト化し
た花崗岩からなり，約 152 Ma の年代値（第 1 表）が得られている
ことから，ジュラ紀の貫入岩体と考えられている．
3.4.3　巣山火砕岩類及び七郷一色層
　巣山火砕岩類（Ui，1980）は鳳来町巣山付近に小規模に分布し，
三波川帯上に衝上した領家帯ナップの一員をなしている．流紋
岩溶結凝灰岩を主体とする．フィッション・トラック年代は約
65 Ma を示す（山田ほか，1987）が，真の噴出年代は不明である．
巣 山 火 砕 岩 類 の 東 方 に 近 接 し て 分 布 す る 七 郷 一 色 層（ 大 友，
1996）も領家帯ナップの一員とされており，非変成の砂岩・泥岩・
礫岩からなるが，堆積年代は不明である．
3,4,4　カタクレーサイト類
　 鳳 来 町 南 部 に 分 布 し， ト ー ナ ル 岩， 花 崗 岩， マ イ ロ ナ イ ト，
砂 岩， 泥 岩， 泥 質 片 岩， 流 紋 岩 質 火 砕 岩 な ど の さ ま ざ ま な 岩 石
が破砕され，混合された“クラッシュメランジ”（Ohtomo，1993；
大 友，1996） で あ る． 三 波 川 帯 上 に 衝 上 し た 領 家 帯 ナ ッ プ の 一
部を構成する．なお，これとは別に，新城市― 鳳来町の中央構造
線に沿って直線的に分布するカタクレーサイトは主に新城トー
ナル岩が破砕されたものである．

3.4.5　阿寺七滝礫岩層
　 阿 寺 七 滝 礫 岩 層 は 鳳 来 町 阿 寺 の 七 滝 付 近 に 小 規 模 に 分 布 し，
三 波 川 帯 に 衝 上 し た 領 家 帯 ナ ッ プ の 一 員 を な し て い る． 礫 岩・
砂岩からなる．巣山火砕岩類及びカタクレーサイト類を不整合
に 覆 う． 和 泉 層 群 の 東 方 延 長 部 と 考 え ら れ て い る（Ui，1980；
山田ほか，1987）が，確証はない．　     　　　　　       （山田直利）

3.5　新第三系―第四系
3.5.1　下部―中部中新統
　本地域に分布する前期― 中期中新世の堆積岩類には，いわゆる
瀬戸内区に属する主な地層として，下伊那地域の富草層群，設
楽地域の設楽層群北設亜層群，岡崎東方の岡崎層群，瀬戸― 瑞浪
周辺の瑞浪層群，三河湾内佐久島・日間賀島に分布する師崎層
群日間賀層などがある．これらは礫岩，砂岩，泥岩などからなり，
海進堆積物を含み，多数の貝化石や植物化石を産する（柴田・糸
魚川，1980 など）．これらの堆積年代は 19―15 Ma の間とされ（糸
魚川・柴田，1992 など），微化石年代や放射年代からは前期中新
世末に位置付けられる（小林，1989；伊藤ほか，1999；星ほか，
2000 など）．なお，設楽層群北設亜層群の地質時代を放射年代と
貝化石類から古第三紀と推定する見解（林・輿水，1992）もある．
瑞浪市東方に点在する明智礫岩層（木宮，1971）や岡崎市東方の
礫岩層の一部は鮮新― 更新世の堆積物であるとする考え（森山，
1987 など）があるが，ここでは Nakayama（1994）などに従い下
部―中部中新統に含めた．作手地方に分布する作手礫岩層（沢井・
作手団体研究グループ，1986）も同様の理由で下部― 中部中新統
とした．
　太平洋側では下部― 中部中新統は，掛川市から天竜市にかけて
の赤石山脈南縁に分布している．掛川付近では下位の倉真層群
とそれにほぼ整合で重なる西郷層群からなり，下部に礫岩や砂
岩 を 伴 う 海 成 の 泥 岩 主 体 層 で あ り， 浮 遊 性 有 孔 虫 層 序 の N6―N8
帯に対比されている（茨木，1986 など）．天竜市付近の地層は二
俣層群及び家田層群と呼ばれている（斎藤・礒見，1954）が，倉
真層群・西郷層群とほぼ同時代の地層とされる．      （水野清秀）
　本地域北東部の中央構造線東側には，下部中新統の和田層及
び 遠 木 沢 層 が 分 布 す る． 和 田 層 は， 下 部 が 礫 岩・ 砂 岩， 上 部 が
頁岩からなり，層厚は約 400 m で，西側上位の同斜構造をなす．
下 部 の 礫 岩 は， 砂 岩・ チ ャ ー ト・ 石 灰 岩 の ほ か， 緑 色 岩 類・ 花
崗岩類・溶結凝灰岩・流紋岩などの礫を含む．放散虫化石（中世
古 ほ か，1979； 乾・ 宮 田，1982； 宮 田・ 有 川，1983） 及 び 浮 遊
性有孔虫化石（小坂ほか，1991）を産し，地質時代は前期中新世
後半 (N4 上部―N6 下部 ) である．遠木沢層は，その大部分が以前
は水窪層に含められていた．松島（1990）によれば，礫岩，砂岩，
泥 岩 か ら な り， 層 厚 は 約 500 m で あ る． 礫 岩 は 花 崗 岩 礫 を 特 徴
的に含む．前期中新世を示す放散虫化石を産する（宮田・有川，
1983）．　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牧本　博）
3.5.2　中部中新統火山岩類
　本岩類は，その分布と岩石学的特徴から瀬戸内火山岩類の一
部 と 考 え ら れ，13―15 Ma の K―Ar 年 代 が 報 告 さ れ て い る

（Tsunakawa et al.，1983； 杉 原・ 藤 巻，2002）． 本 岩 類 は， 愛 知
県設楽地方を中心にコールドロン構造を持ち，南端が中央構造
線付近に至る設楽火成複合岩体（設楽火山岩団体研究グループ，
1979；古儀，1983；高田，1987b），大峠付近を中心に発達しコー
ルドロン構造を持つ大峠火山岩体（大峠環状複合岩体）（沢井，1979；
高 田，1987a； 下 司，2003）， 津 具 か ら 根 羽， 茶 臼 山 付 近 に 散 在
する津具火山岩類（久野，1954）に区分される．設楽火成複合岩
体では 2 回のカルデラ形成があり，設楽火成複合岩体と大峠火
山岩体では，カルデラ形成後に多くの岩脈や岩床の貫入があった．
本岩類を形成した火山活動については，大峠火山岩体の岩脈や
岩床をもたらしたマグマ供給系の岩石学的モデルが提案され（Geshi，
2000），また日本海拡大に関したテクトニクスの観点からも検討
されている（Hoshi  and Yokoyama，2002）．　   　  （高田　亮）
3.5.3　上部中新統―中部更新統
　上部中新統― 中部更新統は，大きく 2 地域に分かれて分布する

（第 2 図）．1 つは，名古屋市東部から瑞浪市にかけての地域で，
淡水成の瀬戸層群とその上位の唐山層，八事層が分布する．も
う 1 つのまとまった分布域は，掛川付近から渥美半島にかけて
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の太平洋沿岸域で，天竜川より東側には掛川層群と小笠層群が，
浜名湖周辺から渥美半島には渥美層群が分布する．
　瀬戸層群は，伊勢湾周辺地域に分布する鮮新― 更新統の総称で
ある東海層群に含められることもある（石田・横山，1969）．瀬
戸層群は，下位より淘汰の悪い粘土，砂層を主体とし植物化石
を含む瀬戸陶土層あるいは土岐口陶土層，河川成の礫層を主体
と す る 土 岐 砂 礫 層， 礫 層・ 砂 層・ シ ル ト 層 か ら な る 矢 田 川 層 か
ら な る（Nakayama，1994； 陶 土 団 体 研 究 グ ル ー プ，1999 な ど ）．
矢田川層最下部の藤岡部層は土岐砂礫層の層準にほぼ相当する
と 考 え ら れ る． 瀬 戸 陶 土 層， 土 岐 砂 礫 層 に 挟 ま る 火 山 灰 層 は
10Ma 頃 の か な り 古 い フ ィ ッ シ ョ ン・ ト ラ ッ ク 年 代 を 示 し て い
る（吉田ほか，1997a,b）が，その上位に整合に重なると考えられ
る矢田川層中の火山灰は鮮新世の広域テフラと対比されていて（里
口ほか，1999 など），瀬戸陶土層などの堆積年代は再検討する必
要がある．名古屋東部の丘陵には，瀬戸層群を不整合に覆って，
唐山層とその上位の八事層と呼ばれる礫層主体層が点在する．
両層の堆積年代は 1 Ma 前後と推定される（坂本ほか，1984 など）．
　掛川層群は海成のシルト，砂層を主体とし，全体的に西側ほ
ど上位の地層が分布する．浮遊性有孔虫層序や広域テフラの対
比 か ら， 本 地 域 内 の 掛 川 層 群 の 年 代 は 2.5Ma 頃 か ら 1 Ma 頃 と
考えられている（茨木，1986；里口ほか，1996）．掛川層群を一部
不整合で覆う小笠層群は，礫層主体で，海進期に対応した海成
シルト層が数枚挟まれている（石田ほか，1980 など）．渥美層群

（あるいは浜松層と呼ばれる）は砂礫層と海進期に対応した海成
シルト層から構成され，小笠層群の上部ないし更に上位に相当
すると考えられる．5 回の海進― 海退サイクルが認められていて，
最上部の年代は 0.2Ma 頃と推定されている（杉山，1991）．

（水野清秀）
3.5.4　段丘及び沖積層
　天竜川，豊川，矢作川の下流域には大規模に段丘面が広がっ
ている．また丘陵，山地内の河川に沿って小規模に段丘が分布
する．これらの面を構成する地層のうち最終間氷期に堆積した
と考えられるものを中位段丘堆積物，それより古いものを高位
段丘堆積物，最終氷期のものを低位段丘堆積物とした．分布は
既存の文献のほかに，一部空中写真判読結果を用いている．堆
積物は多くが非海成の礫層よりなるが，海岸近くの中位段丘堆
積物には海成シルト・砂層を挟むことが多く，浜名湖岸の村櫛
砂層・山崎泥層や渥美半島の赤羽根泥層（武藤，1987；杉山，1991），
豊川下流域の小坂井泥層（堀，1998），矢作川下流域の碧海層 ( 森
山，1994）がこれに当たる．なお渥美半島の渥美層群離水面は高
位段丘面を形成しているが，段丘堆積物とは扱わなかった．
　沖積層は天竜川，豊川及び矢作川下流域に発達し，沿岸部で
は海成シルト層を挟む地域もある（堀，1998；川瀬，1998 など）．
浜名湖から東の太平洋岸や渥美半島西岸には砂州・砂丘がよく
発達する．　　　　　　　　　　　　　　                        （水野清秀）

   4．中央構造線・赤石裂線などの主要断層

　中央構造線は，本地域北東端の南信濃村和田から南西方に佐
久間町浦川を通過し，設楽地域で少し南に張り出した分布を示し，
新城市以西では豊川にほぼ沿って走り三河湾に入る．更に西方
では，渥美半島先端でのボーリング結果（山田哲雄ほか，1984）
によれば伊良湖岬とその北方の立馬崎の間を通過している．
　三河大野― 浦川地域では，中央構造線に沿って浅川沢層，浅川
沢花崗岩，七郷一色層，巣山火砕岩，カタクレーサイト類及び阿
寺七滝礫岩層が産する．これらの地質体は一部の古期領家花崗
岩 類 と と も に そ れ ぞ れ 低 角 断 層 で 境 さ れ て 積 み 重 な っ て 産 し，
更に全体として三波川帯の上にナップとして定置している（Ui，
1980；Ohtomo，1993 な ど ）． こ の よ う な 構 造 は， 後 期 白 亜 紀 の
中央構造線の活動によるもので，最終的には白亜紀末期― 古第三
紀最前期に領家帯側が三波川帯へ衝上して形成された（Ohtomo，
1993 など）．この後，古第三紀前期には，先に形成された低角な
地質構造を切って高角断層が生じており，この活動は設楽盆地
に分布する中期中新世火山岩類の形成後まで継続したとされる．
　青崩峠北方には，中央構造線に沿ってヒョー越花崗岩が分布し，
三波川変成岩類の上位に載る異地性岩体とされる（柴田ほか，1993）．

　赤石裂線（斎藤・礒見，1954）は，ほぼ天竜川に沿って北に延
び水窪町で中央構造線に収斂する．本断層は，北部及び南部で
は高角断層，中央部で東傾斜の低角断層で，人工地震では明瞭
な 物 質 境 界 と し て 確 認 さ れ て い る（Matsu'ura et al.，1991）． 赤
石 裂 線 の 断 層 ガ ウ ジ に つ い て 15―17Ma の K―Ar 年 代 が 得 ら れ て
い る（Tanaka et al.，1995）． 光 明 断 層（ 斎 藤・ 礒 見，1954） は，
光明層群の東限を画し，南信濃村和田北方で中央構造線に収劍
する．全域を通じて高角断層である．赤石裂線と光明断層に挟
まれた地域は赤石構造帯と呼ばれ，同構造帯の岩石には左横ず
れ 変 位 を 示 す 変 形 構 造 が 数 多 く 見 ら れ る（ 狩 野 ほ か，1986； 松
島，1990）．　　　          　　　　　  　　　　　　              （牧本　博）

          5．活断層及び地震断層

　本地域内の活断層は，西部と北東部に集中している．西部の
猿投山周辺には，NE―SW 方向に延びる右横ずれ成分を伴う猿投
山北断層，NW 側隆起成分を持つ猿投― 境川断層（愛知県，1999）
がある．また矢作川下流地域には SW 側隆起成分を持つ大高― 高
浜断層（油ケ淵断層；森山ほか，1997），横須賀断層，深溝断層
があり，全体として NW―SE 方向に延びている．横須賀断層，深
溝断層は 1945 年三河地震時に活動した地震断層でもある（津屋，
1946；井上，1950）．またその延長は三河湾内に延びている（田
山，1949）． 本 地 域 北 東 部 の 下 伊 那 地 区 に 分 布 す る 活 断 層 に は，
W 側 隆 起 成 分 を 持 つ 富 草 断 層，SE 側 隆 起 成 分 を 持 つ 新 野 断 層，
左横ずれ成分を伴う鈴ヶ沢断層，右横ずれ成分を伴う平岡断層
などがある（水野ほか，2002）．中央構造線のうち，佐久間町―水
窪町間の一部は右横ずれ変位地形が明瞭であり，活断層と考え
られている（岡田，1973）．　　　　　　　　　　　          （水野清秀）

        6．地下資源及び温泉・鉱泉

（金属資源）天竜川沿いの銅鉱床群のほか，愛知県東部には津具
金鉱床が知られている．銅鉱床は三波川変成岩類中に胚胎され
た別子型鉱床で，銅と硫化鉱（黄鉄鉱）を産出した．代表鉱山は
久根及び峰ノ沢鉱山で，1970 年代に盛んに稼行された．

（非金属資源）瀬戸―多治見地区の珪砂や粘土資源は瀬戸市周辺か
ら東濃地方にかけて形成された鮮新世― 第四紀の堆積盆地に堆積
した堆積岩中の層状鉱床である．耐火粘土には木片を含み可塑
性に富む木節粘土と，珪砂とともに堆積した白色度の高い蛙目
粘土がある．主な産地は瑞浪市原地区（珪砂・蛙目粘土），笠原
町（珪砂），瀬戸市（珪砂・蛙目粘土・木節粘土），豊田市八草地
区（珪砂・蛙目粘土），豊田市枝下地区（木節粘土）などである．
　岡崎市から額田町にかけて分布する珪石は，片麻岩中の優白
質部で，建材から光学原料まで広く使用され三河珪石と呼ばれ
ている．
　愛知県小原村から岐阜県明智町付近では，風化した優白質花
崗岩が採掘され，鉄分の除去後，タイルの主原料などとして広
く利用されている．「サバ」あるいは「藻珪」と呼ばれる．
　愛知県東栄町の稲目鉱山からは微粒の雲母（セリサイト）が産
出 し， 化 粧 品・ 塗 料・ 溶 接 棒 な ど に 広 く 利 用 さ れ て い る． 化 粧
品用雲母の世界的産地である．

（石炭資源）瀬戸―多治見地区では木節粘土とともに，亜炭が産出
する．第二次大戦後，各地で採掘された．

（石材・骨材資源）岡崎市北東部は我が国有数の御影石産地で，
「 岡 崎 み か げ 石 」 と し て 知 ら れ て い る． ま た， 本 地 域 の 平 野 縁
辺 部 の 山 地 で は 種 々 の 岩 石 が 採 取 さ れ， 名 古 屋・ 豊 橋・ 浜 松 な
ど都市部に砕石などとして供給されている．主な産地（岩石種）
は，春日井市―多治見市（美濃帯砂岩），蒲郡市―西尾市（片麻岩・
花崗岩），豊橋市近郊（石灰岩・砂岩）などである．    （須藤定久）



              7．重力異常

　重力データは以下の要領で編集を行った．編集面積は約 7,500km2,
編集に用いた重力データの総数は約 9,800 点である．今回の編集
域 に つ い て は， 日 本 重 力 CD―ROM（ 地 質 調 査 所，2000） に よ る
地 質 調 査 所 と 新 エ ネ ル ギ ー・ 産 業 技 術 総 合 開 発 機 構 の デ ー タ を
主 と し， 名 古 屋 大 学 の 測 定 資 料（ 西 南 日 本 重 力 研 究 グ ル ー プ，
1994）や国土交通省国土地理院の閲覧資料も含まれている．
　 本 地 域 に は 花 崗 岩 や 変 成 岩 を 主 体 と す る 基 盤 岩， 濃 尾 平 野，
浜名湖周辺・天竜川河口域の低地域など第四紀沖積平野が分布し，
表層密度は変化に富むので，ブーゲー異常（重力異常）の仮定密
度（補正密度）には平均的な 2.3g/cm3 を採用した．
　 重 力 異 常 は， 北 西 部 の 一 部 を 除 き 概 ね 正 値 の 領 域 が 占 め， 基
盤 岩 の 広 い 分 布 と 整 合 し て い る． 負 値 の 領 域 が， 本 地 域 西 部 の
名 古 屋 市 か ら 春 日 井 市 の 領 域 に 見 ら れ， 基 盤 の 西 側 へ の 落 ち 込

みに対応する．負値の領域は土岐市付近にも局所的に見られる．
地表地質との対応がよく分かるように上方接続残差重力図を示す（第
2 図）．深部構造による重力異常は 2 km の上方接続値により除去し
たため，深度 1 km 程度までの構造が抽出されている．負値には横
線で陰を付けて表示してある．この図からは，三河湾から北東に
延び本地域北東端の南信濃村和田に至る領域と天竜川河口から北
に延びて南信濃村和田に至る領域に負の残差重力帯が見出され，各々
中央構造線と光明断層（及び赤石裂線）に対応する．両断層とも
負の残差重力帯を示すことから破砕を伴った構造運動であること
が推定される．本地域中央やや東の設楽盆地には，直径 10km 弱
の負の残差重力域が見られ，設楽コールドロンに対応する環状の
陥没構造を示している．美濃三河高原の基盤岩露出域は概ね正の
残差重力域となっており地質との対応はよい．

（駒澤正夫）

第 2 図　 重力異常の 2km の上方接続残差 .    負値には影を付けて表示 .    コンター間隔は 1mgal  ( ミリガル ).



   The  Toyohashi  and  I rago  Misaki  d i s t r ic t  i s  s i tua ted  on  the 
P a c i f i c  O c e a n  s i d e  o f  c e n t r a l  H o n s h u ,  J a p a n .  T h e  d i s t r i c t 
consis ts  of  a  mountainous area up to  1,850  meters  in  a l t i tude 
surrounded by hi l l ,  upland and pla in  areas  on i t s  western  and 
sou the rn  s ides .  
   Geo tec ton ica l ly  t he  d i s t r i c t  s t r e t ches  ove r  bo th  t he  Inne r 
and  Outer  Zones  of  Southwes t  Japan ,  which  a re  separa ted  by 
t h e  N E ―S W  t r e n d i n g  M e d i a n  Te c t o n i c  L i n e  ( a b b r e v i a t e d 
below as  MTL).  The Outer  Zone is  underlain by high ―pressure 
t y p e  S a m b a g a w a  M e t a m o r p h i c  R o c k s ,  J u r a s s i c  s e d i m e n t a r y 
c o m p l e x  o f  t h e  C h i c h i b u  B e l t ,  L o w e r  C r e t a c e o u s  M i s a k u b o 
a n d  I d a i r a  F o r m a t i o n s ,  a n d  U p p e r  C r e t a c e o u s  t o  P a l e o g e n e 
sedimentary complex of  the  Shimanto Bel t .  The Inner  Zone is 
o c c u p i e d  b y  t h e  C r e t a c e o u s  p l u t o n o ―m e t a m o r p h i c  c o m p l e x 
composed of  low ―pressure type Ryoke Metamorphic Rocks and 
Ry o k e  G r a n i t i c  R o c k s .  I n  a d d i t i o n ,  a  J u r a s s i c  s e d i m e n t a r y 
complex  of  the  Mino  Bel t ,  which  i s  a  p ro to l i th  o f  the  Ryoke 
M e t a m o r p h i c  R o c k s ,  a n d  l a t e s t  C r e t a c e o u s  N a e g i ―A g e m a t s u 
Granite  are exposed in the northwestern corner  of  the dis tr ict . 
A long   the  MTL,   Pe rmian   Hyokosh i   Gran i t e ,   Ju ras s i c  (?) 
Asakawazawa    Format ion     and     Asakawazawa   Grani te , 
Cre taceous   Nanasato isshik i   Format ion ,   Suyama Pyroclas t ic 
R o c k s  a n d   A t e r a   N a n a t a k i   C o n g l o m e r a t e   F o r m a t i o n   a r e 
n a r r o w l y   e x p o s e d     as      a    n a p p e      e m p l a c e m e n t      on    t h e  
Sambagawa  Metamorph ic  Rocks .  These  rocks  a re  cons ide red 
t o  b e  a  c o n s t i t u e n t  o f  t h e  I n n e r  Z o n e  a n d  h a v e  b e e n  t h r u s t 
o v e r  t h e  S a m b a g a w a  M e t a m o r p h i c  R o c k s  d u r i n g  t h e  e a r l y 
s t age  movemen t  ( l a t e s t  La te  Cre t aceous  to  ea r ly  Pa l eogene ) 
of  the MTL. 
   Cover ing the  Pre-Neogene basement  rocks  of  the  dis t r ic t ,  a 
Miocene  to  Ho locene  sequence  i s  d i s t r i bu t ed .  The  Lower  t o

M i d d l e  M i o c e n e  s e d i m e n t a r y  r o c k s  b e l o n g i n g  t o  t h e  F i r s t 
Setouchi  Supergroup are  scat tered throughout  the  Inner  Zone. 
M o r e o v e r ,  s e d i m e n t a r y  r o c k s  o f  t h e  s a m e  a g e  a n d  E a r l y 
M i o c e n e  a r e  e x p o s e d  o n  a  s m a l l  s c a l e  a l o n g  t h e  M T L a n d 
P a c i f i c  c o a s t ,  r e s p e c t i v e l y.  A l a rg e  a m o u n t  o f  v o l c a n i c  a n d 
i n t r u s i v e  r o c k s  f o r m e d  b y  t h e  M i d d l e  M i o c e n e  c a u l d r o n ―
forming volcanic  act ivi ty  are  a lso exposed in  the  Shi tara  area 
o f  t h e  I n n e r  Z o n e .  L a t e  M i o c e n e  t o  M i d d l e  P l e i s t o c e n e 
deposi ts  local ly  conta ining porcela in  c lay and Middle  to  Late 
P l e i s t o c e n e  t e r r a c e  a n d  H o l o c e n e  d e p o s i t s  a r e  d i s t r i b u t e d 
f rom the  western  par t  of  the  d is t r ic t  to  the  Paci f ic  coas t .  
   The zonal  arrangement of  the Pre ―Neogene geologic units  in 
t h e  c e n t r a l  H o n s h u  i n c l u d i n g  t h e  d i s t r i c t  h a s  b e e n  b e n t  t o 
f o r m  a  l a r g e  n o r t h w a r d  c o n v e x  f l e x u r e  t o g e t h e r  w i t h  t h e 
M T L .  T h i s  s t r u c t u r e  i s  d u e  t o  t h e  I z u ―O g a s a w a r a  A r c 
c o l l i s i o n  a g a i n s t  c e n t r a l  H o n s h u  s i n c e  M i o c e n e  t i m e .  T h e 
Akaishi  Tectonic  Line  and Komyo Faul t ,  which  branch off  of 
the  MTL in  the  nor theas tern  par t  of  the  d is t r ic t ,  show a  le f t ―
l a t e r a l  s t r i k e ―s l i p  m o v e m e n t  a n d  a r e  a l s o  r e l a t e d  t o  t h e 
col l is ion.  
   Some  ac t ive  f au l t s  inc lud ing  a  smal l  segment  o f  the  MTL 
a r e  r e c o g n i z e d  i n  t h e  w e s t e r n  a n d  n o r t h e a s t e r n  p a r t s  o f  t h e 
dis t r ic t .  

Kew words:  Ryoke Metamorphic rocks,  Ryoke Grani t ic  Rocks, 
N a e g i ―A g e m a t s u  G r a n i t e ,  S a m b a g a w a  M e t a m o r p h i c  R o c k s , 
s e d i m e n t a r y  c o m p l e x ,  C h i c h i b u  B e l t ,  S h i m a n t o  B e l t ,  M i n o 
B e l t ,  M i s a k u b o  F o r m a t i o n ,  I d a i r a  F o r m a t i o n ,  m y l o n i t e , 
R y o k e  N a p p e ,  P e r m i a n ,  J u r a s s i c ,  C r e t a c e o u s ,  M i o c e n e , 
Pl iocene,  Pleis tocene,  Median Tectonic Line,  Akaishi  Tectonic
Line,  Kōmyō Faul t ,  act ive faul t .                             （平成 15 年度稿）
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Geology of the 1:200,000 TOYOHASHI and IRAGO MISAKI Quadrangle

第 1 表領家花崗岩類・変成岩類の放射年代値

(1)CHIME 年代（モナザイト）(2)Rb―Sr 全岩アイソクロン年代
(3)Rb―Sr 全岩―鉱物アイソクロン年代 (4)K―Ar 年代
Hb：角閃石　Bt：黒雲母　Ms：白雲母


